
JP 2011-243954 A5 2012.5.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年5月24日(2012.5.24)

【公開番号】特開2011-243954(P2011-243954A)
【公開日】平成23年12月1日(2011.12.1)
【年通号数】公開・登録公報2011-048
【出願番号】特願2011-71218(P2011-71218)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/677    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/68    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月30日(2012.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長方形の液晶パネルによって構成される基板を長辺または短辺が搬送方向に沿った状態
にて搬送する第１基板搬送機構と、
　上記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板搬送機構とを
備える基板搬送機構において、
　上記基板の反転動作を行う基板反転部に連結した部材に配設され、上記第１基板搬送機
構および第２基板搬送機構の端部に進入する第１の支持部材と第２の支持部材との相対的
移動によって、上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に上記第１基板搬送機構から
搬送された上記基板が、挟着されることによって支持されるとともに、上記第１の支持部
材と第２の支持部材との相対的移動によって、上記基板反転部によって反転された上記第
１の支持部材と第２の支持部材との間に挟着されることによって支持された上記基板が、
挟着による支持が解除され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるように構成された
基板支持装置を備えている
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記第１基板搬送機構の端部が、幅方向に複数の部分に分割され、隣合う部分の間に上
記第１および第２の支持部材を構成する第１および第２の櫛状部材の複数の突出部が進入
する複数の間隙が形成されているとともに、上記第２基板搬送機構の端部が、搬送方向に
複数の部分に分割され、隣合う部分の間に反転した上記第１および第２の支持部材を構成
する上記第１および第２の櫛状部材の複数の突出部が進入する複数の間隙が形成されてい
る
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　上記第１および第２の支持部材を構成する複数の突出部を備えた第１および第２の櫛状
部材が、一部を支点として一定角度範囲において揺動するように構成されている
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ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記第１および第２の支持部材を構成する複数の突出部を備えた上記第１および第２の
櫛状部材が、揺動駆動機構によって揺動駆動されるように構成されている
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　上記揺動駆動機構は、上記第１の支持部材を構成する複数の突出部を備えた上記第１の
櫛状部材を揺動駆動する第１の揺動駆動機構と、第２の支持部材を構成する複数の突出部
を備えた上記第２の櫛状部材を揺動駆動される第２の揺動駆動機構とから成る
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項６】
　請求項４において、
　上記揺動駆動機構は、揺動駆動源と、該揺動駆動源からの揺動駆動力を上記第１の支持
部材を構成する複数の突出部を備えた上記第１の櫛状部材に伝達して揺動駆動する第１ク
ラッチ手段と、上記揺動駆動源からの揺動駆動力を上記第２の支持部材を構成する複数の
突出部を備えた上記第２の櫛状部材に伝達して揺動駆動する第２クラッチ手段とから成る
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項７】
　請求項２において、
　上記第１および第２の支持部材を構成する複数の突出部を備えた上記第１および第２の
櫛状部材が、上下方向において相対的に接近または離隔して対向間隔が変化するように往
復動可能に構成されている
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項８】
　請求項７において、
　上記第１および第２の支持部材を構成する複数の突出部を備えた上記第１および第２の
櫛状部材が、直線的駆動機構によって駆動され、往復動するように構成されている
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記直線的駆動機構が、電気的駆動装置の駆動力によって、上記第１および第２の櫛状
部材が相対的に接近することにより、上記基板を挟着して支持するように構成されている
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項１０】
　請求項８において、
　前記直線的駆動機構が、駆動装置から供給される流体圧の作用により、吸着または挟着
することによって、上記第１および第２の櫛状部材が相対的に接近することにより、上記
基板を挟着して支持するように構成されている
ことを特徴とする基板搬送機構における基板支持装置。
【請求項１１】
　長方形の液晶パネルによって構成される基板を長辺または短辺が搬送方向に沿った状態
にて搬送する第１基板搬送機構と、
　上記第１基板搬送機構における上記基板の下面に第１の偏光フィルムを貼合する第１貼
合部と、
　上記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板搬送機構と、
　上記第２基板搬送機構における上記基板の下面に第２の偏光フィルムを貼合する第２貼
合部と、
　上記第１基板搬送機構にて搬送され第１の偏光フィルムが貼合された上記基板を支持す
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る基板支持部を備えた基板支持機構とを含む偏光フィルムの貼合装置において、
　上記基板の反転動作を行う基板反転部に連結した部材に配設され、上記第１基板搬送機
構および第２基板搬送機構の端部に進入する第１の支持部材と第２の支持部材との相対的
移動によって、上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に上記第１基板搬送機構から
搬送された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着されることによって支持さ
れるとともに、上記第１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によって、上記基板
反転部によって反転された上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に挟着されること
によって支持された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着による支持が解除
され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるように構成された基板支持装置を備えて
いる
ことを特徴とする偏光フィルムの貼合装置における基板支持機構。
【請求項１２】
　長方形の液晶パネルによって構成される基板を長辺または短辺が搬送方向に沿った状態
にて搬送する第１基板搬送機構と、
　上記第１基板搬送機構における上記基板の下面に第１の偏光フィルムを貼合する第１貼
合部と、
　上記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板搬送機構と、
　上記第２基板搬送機構における上記基板の下面に第２の偏光フィルムを貼合する第２貼
合部と、
　上記第１基板搬送機構にて搬送され第１の偏光フィルムが貼合された上記基板を支持す
る基板支持部に連結した基板反転部の反転動作により、上記基板支持部に支持された上記
基板を反転させるとともに、上記基板の長辺または短辺の搬送方向に対する配置を変更し
て第２基板搬送機構に配置するように構成されている反転機構を含む偏光フィルムの貼合
装置において、
　上記基板の反転動作を行う上記反転機構の基板反転部に連結した部材に配設され、上記
第１基板搬送機構および第２基板搬送機構の端部に進入する第１の支持部材と第２の支持
部材との相対的移動によって、上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に上記第１基
板搬送機構から搬送された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着されること
によって支持されるとともに、上記第１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によ
って、上記基板反転部によって反転された上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に
挟着されることによって支持された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着に
よる支持が解除され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるように構成された基板支
持装置を備えている
ことを特徴とする偏光フィルムの貼合装置における基板支持機構。
【請求項１３】
　請求項１２において、
　上記反転機構が、上記基板の搬送方向に対して一定の傾きで配設された反転軸回りに回
転して反転動作する基板反転部を備えている
ことを特徴とする偏光フィルムの貼合装置における基板支持機構。
【請求項１４】
　請求項１３において、
　上記反転軸の前記傾きが、４５°である
ことを特徴とする偏光フィルムの貼合装置における基板支持機構。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項１に記載の本発明（第１発明）の基板搬送機構における基板支持装置は、
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　長方形の液晶パネルによって構成される基板を長辺または短辺が搬送方向に沿った状態
にて搬送する第１基板搬送機構と、
　上記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板搬送機構とを
備える基板搬送機構において、
　上記基板の反転動作を行う基板反転部に連結した部材に配設され、上記第１基板搬送機
構および第２基板搬送機構の端部に進入する第１の支持部材と第２の支持部材との相対的
移動によって、上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に上記第１基板搬送機構から
搬送された上記基板が、挟着されることによって支持されるとともに、上記第１の支持部
材と第２の支持部材との相対的移動によって、上記基板反転部によって反転された上記第
１の支持部材と第２の支持部材との間に挟着されることによって支持された上記基板が、
挟着による支持が解除され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるように構成された
基板支持装置を備えている
ものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項１１に記載の本発明（第１１発明）の偏光フィルムの貼合装置における基板支持
装置は、
　長方形の液晶パネルによって構成される基板を長辺または短辺が搬送方向に沿った状態
にて搬送する第１基板搬送機構と、
　上記第１基板搬送機構における上記基板の下面に第１の偏光フィルムを貼合する第１貼
合部と、
　上記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板搬送機構と、
　上記第２基板搬送機構における上記基板の下面に第２の偏光フィルムを貼合する第２貼
合部と、
　上記第１基板搬送機構にて搬送され第１の偏光フィルムが貼合された上記基板を支持す
る基板支持部を備えた基板支持装置とを含む偏光フィルムの貼合装置において、
　上記基板の反転動作を行う基板反転部に連結した部材に配設され、上記第１基板搬送機
構および第２基板搬送機構の端部に進入する第１の支持部材と第２の支持部材との相対的
移動によって、上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に上記第１基板搬送機構から
搬送された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着されることによって支持さ
れるとともに、上記第１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によって、上記基板
反転部によって反転された上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に挟着されること
によって支持された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着による支持が解除
され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるように構成された基板支持装置を備えて
いる
ものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　請求項１２に記載の本発明（第１２発明）の偏光フィルムの貼合装置における基板支持
装置は、
　長方形の液晶パネルによって構成される基板を長辺または短辺が搬送方向に沿った状態
にて搬送する第１基板搬送機構と、
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　上記第１基板搬送機構における上記基板の下面に第１の偏光フィルムを貼合する第１貼
合部と、
　上記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板搬送機構と、
　上記第２基板搬送機構における上記基板の下面に第２の偏光フィルムを貼合する第２貼
合部と、
　上記第１基板搬送機構にて搬送され第１の偏光フィルムが貼合された上記基板を支持す
る基板支持部に連結した基板反転部の反転動作により、上記基板支持部に支持された上記
基板を反転させるとともに、上記基板の長辺または短辺の搬送方向に対する配置を変更し
て第２基板搬送機構に配置するように構成されている反転機構を含む偏光フィルムの貼合
装置において、
　上記基板の反転動作を行う上記反転機構の基板反転部に連結した部材に配設され、上記
第１基板搬送機構および第２基板搬送機構の端部に進入する第１の支持部材と第２の支持
部材との相対的移動によって、上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に上記第１基
板搬送機構から搬送された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着されること
によって支持されるとともに、上記第１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によ
って、上記基板反転部によって反転された上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に
挟着されることによって支持された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着に
よる支持が解除され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるように構成された基板支
持装置を備えている
ものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　上記構成より成る本第１発明の基板搬送機構における基板支持装置は、上記基板支持装
置が、上記基板の反転動作を行う基板反転部に連結した部材に配設され、長方形の液晶パ
ネルによって構成される基板を長辺または短辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する上記
第１基板搬送機構および上記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する
第２基板搬送機構の端部に進入する第１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によ
って、上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に上記第１基板搬送機構から搬送され
た上記基板が、挟着されることによって支持されるとともに、上記第１の支持部材と第２
の支持部材との相対的移動によって、上記基板反転部によって反転された上記第１の支持
部材と第２の支持部材との間に挟着されることによって支持された上記基板が、挟着によ
る支持が解除され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるものであるので、シンプル
な構成によって、上記第１基板搬送機構によって搬送された上記基板が、上記第１基板搬
送機構の端部に進入した上記第１の支持部材および第２の支持部材との間に挟着されるこ
とによって、確実に支持されるという効果を奏するとともに、上記基板反転部による上記
基板の反転を可能にするとともに、上記基板反転部によって反転された上記第１の支持部
材と第２の支持部材との間に挟着されることによって支持された上記基板が、挟着による
支持が解除され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されることによって、上記第２基板
搬送機構における上記基板の搬送を可能にするという効果を奏する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　上記構成より成る本第１１発明の偏光フィルムの貼合装置における基板支持装置は、上
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記基板の反転動作を行う基板反転部に連結した部材に配設され、長方形の液晶パネルによ
って構成される基板を長辺または短辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する上記第１基板
搬送機構および上記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板
搬送機構の端部に進入する第１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によって、上
記第１の支持部材と第２の支持部材との間に上記第１基板搬送機構から搬送された第１の
偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着されることによって確実に支持されるという
効果を奏するとともに、上記第１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によって、
上記基板反転部によって反転された上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に挟着さ
れることによって支持された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着による支
持が解除され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるものであるので、上記基板支持
部材に連結した上記基板反転部によって、第１の偏光フィルムが貼合された上記基板を上
記基板を短辺または長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板搬送機構の端部へ
の上記基板反転部の反転動作および上記第２貼合部による第２の偏光フィルムの貼合を可
能にするという効果を奏する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　上記構成より成る本第１２発明の偏光フィルムの貼合装置における基板支持装置は、上
記液晶パネルによって構成される基板の反転動作を行う上記反転機構の基板反転部に連結
した部材に配設され、上記第１基板搬送機構および第２基板搬送機構の端部に進入する第
１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によって、上記第１の支持部材と第２の支
持部材との間に上記第１基板搬送機構から搬送された第１の偏光フィルムが貼合された上
記基板が、挟着されることによって支持されるので、第１の偏光フィルムが貼合された上
記基板が確実に支持されるという効果を奏し、上記第１基板搬送機構にて搬送され第１の
偏光フィルムが貼合された上記基板を支持する基板支持部に連結した反転機構における基
板反転部の反転動作により、上記基板支持部に支持された上記基板を反転させるとともに
、上記基板の長辺または短辺の搬送方向に対する配置の変更を可能にするという作用効果
を奏するとともに、上記第１の支持部材と第２の支持部材との相対的移動によって、上記
基板反転部によって反転された上記第１の支持部材と第２の支持部材との間に挟着される
ことによって支持された第１の偏光フィルムが貼合された上記基板が、挟着による支持が
解除され、上記第２基板搬送機構の端部に載置されるので、上記基板支持部材に連結した
上記基板反転部によって、第１の偏光フィルムが貼合された上記基板を上記基板を短辺ま
たは長辺が搬送方向に沿った状態にて搬送する第２基板搬送機構の端部への上記基板反転
部の反転動作および上記第２貼合部における第２の偏光フィルムの貼合を可能にするとい
う効果を奏する。
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